
(57)【要約】

【課題】施工に手間がかからない上に、建具を多用する

構造や壁厚の薄い構造でも水平方向の抵抗力を確実に補

強することが可能な軸組構造の提供をする。

【解決手段】鉛直構造に配設された、少なくとも一対の

柱状の柱３と、一対の柱の上端間または下端間に、水平

方向に配設された土台４および梁５とを具備した軸組構

造において、略直角三角形状に形成され、略直角三角形

状の長辺部６ａ，７ａ以外の二つの辺部６ｂ，６ｃ，７

ｂ，７ｃが土台４の上面４ａまたは梁５の下面５ａと柱

３の側面３ｂとにそれぞれ固定されて取付けられた補強

材６，７をさらに備え、土台４の上面４ａまたは梁５の

下面５ａと柱３の側面３ｂとに溝４ｃ，５ｃ，３ｃが設

けられ、補強材６，７の二つの辺部６ｂ，６ｃ，７ｂ，

７ｃを溝４ｃ，５ｃ，３ｃにそれぞれ嵌入させることに

より、補強材６，７が固定されているものである。

【選択図】　　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
鉛 直 構 造 に 配 設 さ れ た 、 少 な く と も 一 対 の 柱 状 の 鉛 直 構 造 材 と 、
一 対 の 前 記 鉛 直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ た 水 平 構 造 材 と
を 具 備 し た 軸 組 構 造 に お い て 、
略 直 角 三 角 形 状 に 形 成 さ れ 、 該 略 直 角 三 角 形 状 の 長 辺 部 以 外 の 二 つ の 辺 部 が 前 記 鉛 直 構 造
材 の 側 面 と 前 記 水 平 構 造 材 の 上 面 ま た は 下 面 と に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ た 補 強 材
を さ ら に 備 え 、
前 記 鉛 直 構 造 材 の 前 記 側 面 と 前 記 水 平 構 造 材 の 前 記 上 面 ま た は 前 記 下 面 と に 溝 が 設 け ら れ
、 前 記 補 強 材 の 二 つ の 前 記 辺 部 を 前 記 溝 に 嵌 入 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 補 強 材 が 固 定 さ れ
て い る こ と を 特 徴 と す る 軸 組 構 造 。
【 請 求 項 ２ 】
鉛 直 方 向 に 配 設 さ れ た 、 少 な く と も 一 対 の 柱 状 の 鉛 直 構 造 材 と 、
一 対 の 前 記 鉛 直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ た 水 平 構 造 材 と
を 具 備 す る 軸 組 構 造 に お い て 、
前 記 水 平 構 造 材 の 上 面 ま た は 下 面 に 当 接 し 、 両 端 が 前 記 鉛 直 構 造 材 の 側 面 に そ れ ぞ れ 固 定
さ れ て 取 付 け ら れ た 補 強 材 を さ ら に 備 え 、
前 記 鉛 直 構 造 材 の 前 記 側 面 に 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 補 強 材 の 前 記 両 端 を 前 記 溝 に 嵌 入 さ せ る
こ と に よ り 、 前 記 補 強 材 が 固 定 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 軸 組 構 造 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 軸 組 構 造 に 関 す る も の で あ り 、 特 に 、 鉛 直 構 造 材 及 び 水 平 構 造 材 の 組 み 合 わ せ
に よ る 建 物 の 軸 組 構 造 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 よ り 、 建 物 の 軸 組 構 造 は 、 鉛 直 方 向 に 配 設 さ れ た 、 少 な く と も 一 対 の 柱 状 の 鉛 直 構 造
材 と 、 一 対 の 鉛 直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ た 土 台 、 胴 差 、 桁
、 ま た は 梁 等 の 水 平 構 造 材 と を 備 え て い る 。 し か し 、 こ の 軸 組 構 造 は 、 鉛 直 構 造 材 と 水 平
構 造 材 と の 接 合 が ピ ン 接 合 に 近 い た め 、 水 平 方 向 の 抵 抗 力 が 極 め て 弱 く 、 耐 震 性 及 び 耐 風
性 に 問 題 が あ る 。 そ こ で 、 鉛 直 構 造 材 及 び 水 平 構 造 材 に よ り 囲 ま れ る 四 角 形 の 空 間 部 に 、
補 強 材 を 配 設 す る こ と に よ り 水 平 方 向 の 抵 抗 力 を 高 め た も の が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
具 体 的 に は 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 鉛 直 構 造 材 ２ ０ 及 び 水 平 構 造 材 ２ １ に よ り 囲 ま れ る 四 角
形 の 空 間 部 ２ ２ の 対 角 線 上 に 筋 か い ２ ３ を 配 設 し 、 水 平 方 向 の 抵 抗 力 を 補 強 さ せ た 軸 組 構
造 ２ ４ な ど が 提 案 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
な お 、 上 述 し た 従 来 の 軸 組 構 造 は 、 一 般 的 な も の で あ り 、 本 出 願 人 は 、 こ れ を 特 定 す る 文
献 を 特 に 知 見 し て い な い 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 は 次 の よ う な 不 都 合 を 有 し て い た 。 軸 組 構 造 ２ ４ は 、 四 角 形
の 空 間 部 ２ ２ の 中 心 付 近 に 筋 か い ２ ３ が 配 設 さ れ て し ま う た め 、 例 え ば 、 空 間 部 １ １ に 窓
や 扉 を 設 け る 場 合 は 、 こ の 構 造 を 用 い る こ と が で き な い と い う 問 題 が あ っ た 。 特 に 、 日 本
在 来 の 木 造 建 築 で は 、 部 屋 の 仕 切 り と し て ふ す ま や 障 子 等 の 建 具 を 用 い る こ と が 多 い の で
、 筋 か い ２ ３ を 配 設 で き な い 箇 所 が 多 く 、 水 平 方 向 に 高 い 強 度 を 得 る こ と が で き な か っ た
。 又 、 真 壁 構 造 の よ う に 、 鉛 直 構 造 材 ２ ０ が 露 出 し て 化 粧 材 も 兼 ね て い る 壁 構 造 の 場 合 、
壁 厚 が 薄 い た め 、 筋 か い ２ ３ を 壁 内 に 配 設 す る こ と が 困 難 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
そ こ で 、 本 発 明 は 上 記 の 実 情 を 鑑 み 、 施 工 に 手 間 が か か ら な い 上 に 、 建 具 を 多 用 す る 構 造
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や 壁 厚 の 薄 い 構 造 で も 水 平 方 向 の 抵 抗 力 を 確 実 に 補 強 す る こ と が 可 能 な 軸 組 構 造 の 提 供 を
課 題 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
請 求 項 １ の 発 明 に か か る 軸 組 構 造 は 、 鉛 直 構 造 に 配 設 さ れ た 、 少 な く と も 一 対 の 柱 状 の 鉛
直 構 造 材 と 、 一 対 の 前 記 鉛 直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ た 水 平
構 造 材 と を 具 備 し た 軸 組 構 造 に お い て 、 略 直 角 三 角 形 状 に 形 成 さ れ 、 該 略 直 角 三 角 形 状 の
長 辺 部 以 外 の 二 つ の 辺 部 が 前 記 鉛 直 構 造 材 の 側 面 と 前 記 水 平 構 造 材 の 上 面 ま た は 下 面 と に
そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ た 補 強 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 鉛 直 構 造 材 の 前 記 側 面 と 前 記
水 平 構 造 材 の 前 記 上 面 ま た は 前 記 下 面 と に 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 補 強 材 の 二 つ の 前 記 辺 部 を
前 記 溝 に 嵌 入 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 補 強 材 が 固 定 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
し た が っ て 、 請 求 項 １ の 発 明 の 軸 組 構 造 に よ れ ば 、 鉛 直 に 配 設 さ れ た 少 な く と も 一 対 の 鉛
直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 構 造 材 が 掛 け 渡 さ れ 、 鉛 直 構 造 材 及 び 水 平 構 造 材
に よ り 囲 ま れ る 四 角 形 の 空 間 が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 又 、 補 強 材 は 、 鉛 直 構 造 材 の 側 面
と 水 平 構 造 材 の 上 面 ま た は 下 面 と に 二 つ の 辺 部 が そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ て い る の
で 、 四 角 形 の 空 間 の 四 隅 付 近 に 配 設 さ れ る こ と に な る 。 補 強 材 が 取 付 け ら れ た こ と に よ り
、 鉛 直 構 造 材 と 水 平 構 造 材 と の 接 合 が 、 外 力 に よ り 角 度 が 変 形 し に く い 剛 接 合 に 近 く な る
。 ま た 、 補 強 材 の 二 つ の 辺 部 が 鉛 直 構 造 材 の 側 面 と 水 平 構 造 材 の 上 面 ま た は 下 面 と に 設 け
ら れ た 溝 に そ れ ぞ れ 嵌 入 し 、 補 強 材 が 固 定 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 補 強 材 の 二 つ の 辺 部
に ほ ぞ を 設 け 、 ほ ぞ を 溝 に 嵌 入 し て 補 強 材 が 固 定 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
請 求 項 ２ の 発 明 に か か る 軸 組 構 造 は 、 鉛 直 方 向 に 配 設 さ れ た 、 少 な く と も 一 対 の 柱 状 の 鉛
直 構 造 材 と 、 一 対 の 前 記 鉛 直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ た 水 平
構 造 材 と を 具 備 す る 軸 組 構 造 に お い て 、 前 記 水 平 構 造 材 の 上 面 ま た は 下 面 に 当 接 し 、 両 端
が 前 記 鉛 直 構 造 材 の 側 面 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ た 補 強 材 を さ ら に 備 え 、 前 記 鉛
直 構 造 材 の 前 記 側 面 に 溝 が 設 け ら れ 、 前 記 補 強 材 の 前 記 両 端 を 前 記 溝 に 嵌 入 さ せ る こ と に
よ り 、 前 記 補 強 材 が 固 定 さ れ て い る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
し た が っ て 、 請 求 項 ２ の 発 明 の 軸 組 構 造 に よ れ ば 、 鉛 直 に 配 設 さ れ た 少 な く と も 一 対 の 鉛
直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 構 造 材 が 掛 け 渡 さ れ 、 鉛 直 構 造 材 及 び 水 平 構 造 材
に よ り 囲 ま れ る 四 角 形 の 空 間 が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 又 、 補 強 材 は 、 水 平 構 造 材 の 上 面
ま た は 下 面 に 当 接 し 、 両 端 が 鉛 直 構 造 材 の 側 面 に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ て い る の
で 、 四 角 形 の 空 間 の 上 辺 ま た は 下 辺 付 近 に 配 設 さ れ る こ と に な る 。 補 強 材 が 取 付 け ら れ た
こ と に よ り 、 鉛 直 構 造 材 と 水 平 構 造 材 と の 接 合 が 、 外 力 に よ り 角 度 が 変 形 し に く い 剛 接 合
に 近 く な る 。 ま た 、 補 強 材 の 両 端 が 鉛 直 構 造 材 の 側 面 に 設 け ら れ た 溝 に そ れ ぞ れ 嵌 入 し 、
補 強 材 が 固 定 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 補 強 材 の 両 端 の 端 面 に そ れ ぞ れ ほ ぞ を 設 け 、 ほ ぞ
を 溝 に 嵌 入 し て 補 強 材 が 固 定 さ れ る よ う に し て も よ い 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 軸 組 構 造 １ に つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ４ に 基 づ き 説 明 す る 。
図 １ は 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 軸 組 構 造 １ の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ り 、 図 ２ は 図 １ の Ａ
－ Ａ 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ り 、 図 ３ （ ａ ） は 軸 組 構 造 １ の 空 間 部 １ １ の 上 側 に 取 付 け ら れ
る 補 強 材 ７ の 構 成 を 示 す 正 面 図 、 （ ｂ ） は 軸 組 構 造 １ の 空 間 部 １ １ の 下 側 に 取 付 け ら れ る
補 強 材 ６ の 構 成 を 示 す 正 面 図 、 図 ４ は 図 ３ （ ｂ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。 本 実
施 形 態 の 軸 組 構 造 １ は 、 屋 根 や 床 な ど の 荷 重 を 支 え て 基 礎 ２ に 伝 え る と と も に 、 地 震 や 風
等 の 水 平 方 向 の 外 力 を 支 え る た め に 設 け ら れ た も の で あ り 、 そ の 一 部 分 は 、 図 １ 及 び 図 ２
に 示 す よ う に 、 鉛 直 方 向 に 配 設 さ れ た 一 対 の 柱 ３ と 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ た 土 台 ４ 及 び 梁
５ と 、 柱 ３ の 側 面 ３ ｂ と 土 台 ４ の 上 面 ４ ａ ま た は 梁 ５ の 下 面 ５ ａ と に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て
取 付 け ら れ た 補 強 材 ６ ， ７ と を 備 え 、 こ の 構 造 を 連 続 し て 構 成 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
一 対 の 柱 ３ は 、 鉛 直 方 向 に 配 設 さ れ 、 土 台 ４ の 上 面 ４ ａ に 下 端 を 固 定 さ せ る と と も に 、 上
端 間 に 梁 ５ を 水 平 に 掛 け 渡 し て 固 定 し 、 梁 ５ 等 か ら 伝 え ら れ る 荷 重 を 支 え て 土 台 ４ に 伝 え
て い る 。 又 、 柱 ３ は 、 例 え ば 、 約 １ ２ ｃ ｍ ， １ ２ ｃ ｍ の 断 面 正 方 形 で 、 長 さ 約 ２ ． ７ ｍ の
木 材 で 、 上 下 端 に 土 台 ４ ま た は 梁 ５ に 接 続 す る た め の ほ ぞ ３ ａ が 突 設 さ れ 、 側 面 ３ ｂ に 補
強 材 ６ ， ７ を 取 付 け る た め の 溝 ３ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 こ こ で 、 柱 ３ が 本 発 明 の 鉛 直 構 造
材 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
土 台 ４ は 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ 、 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 製 の 基 礎 ２ 上 に ア ン カ ー ボ ル ト ８ に よ
っ て 緊 結 さ れ る と と も に 、 上 面 ４ ａ に 柱 ３ の 下 端 を 固 定 し て 、 柱 ３ か ら 伝 え ら れ る 荷 重 を
支 え て 基 礎 ２ に 伝 え て い る 。 又 、 土 台 ４ は 、 例 え ば 、 約 １ ２ ｃ ｍ ， １ ２ ｃ ｍ の 断 面 正 方 形
の 木 材 で 、 上 面 ４ ａ に 柱 ３ を 接 続 す る た め の ほ ぞ あ な ４ ｂ が 穿 設 さ れ 、 ま た 、 補 強 材 ６ を
取 付 け る た め の 溝 ４ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 土 台 ４ と 柱 ３ と の 接 合 は 、 柱 ３ の ほ ぞ ３ ａ を 土
台 ４ の ほ ぞ あ な ４ ｂ に 差 し 込 み 、 さ ら に 、 箱 金 物 ９ で 補 強 す る こ と で 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
梁 ５ は 、 水 平 方 向 に 配 設 さ れ 、 一 対 の 柱 ３ の 上 端 間 に 掛 け 渡 さ れ て 固 定 さ れ 、 屋 根 や 床 な
ど の 荷 重 を 支 え て 柱 ３ に 伝 え て い る 。 又 、 梁 ５ は 、 例 え ば 、 約 ３ ０ ｃ ｍ 、 １ ２ ｃ ｍ の 上 下
方 向 に 長 い 断 面 長 方 形 の 木 材 で 、 下 面 ５ ａ に 柱 ３ を 接 続 す る た め の ほ ぞ あ な ５ ｂ が 穿 設 さ
れ 、 ま た 、 補 強 材 ７ を 取 付 け る た め の 溝 ５ ｃ が 設 け ら れ て い る 。 梁 ５ と 柱 ３ と の 接 合 は 、
柱 ３ の ほ ぞ ３ ａ を 梁 ５ の ほ ぞ あ な ５ ｂ に 差 し 込 み 、 さ ら に 、 短 さ く 金 物 １ ０ で 補 強 す る こ
と で 固 定 さ れ て い る 。 こ こ で 、 土 台 ４ 及 び 梁 ５ が 本 発 明 の 水 平 構 造 材 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
補 強 材 ６ は 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 略 直 角 三 角 形 状 に 形 成 さ れ 、 略 直 角 三 角 形 状 の 長
辺 部 ６ ａ 以 外 の 二 つ の 辺 部 ６ ｂ ， ６ ｃ が 土 台 ４ の 上 面 ４ ａ と 柱 ３ の 側 面 ３ ｂ と に そ れ ぞ れ
固 定 さ れ て い る 。 又 、 補 強 材 ７ は 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 略 直 角 三 角 形 状 に 形 成 さ れ
、 略 直 角 三 角 形 状 の 長 辺 部 ７ ａ 以 外 の 二 つ の 辺 部 ７ ｂ ， ７ ｃ が 梁 ５ の 下 面 ５ ａ と 柱 ３ の 側
面 ３ ｂ と に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て い る 。 補 強 材 ６ ， ７ は 、 合 板 で あ り 、 寸 法 が 、 例 え ば 、 長
辺 部 ６ ａ ， ７ ａ が 約 ４ ２ ｃ ｍ 、 辺 部 ６ ｂ ， ６ ｃ ， ７ ｂ ， ７ ｃ が 約 ３ ０ ｃ ｍ 、 厚 さ が 約 ３ ｃ
ｍ で あ る 。 な お 、 辺 部 ６ ｂ ， ６ ｃ ， ７ ｂ ， ７ ｃ の 長 さ に つ い て は 、 空 間 部 １ １ の 大 き さ に
応 じ て 適 宜 選 択 し て よ い 。 ま た 、 辺 部 ６ ｂ ， ７ ｂ の 長 さ と 辺 部 ６ ｃ ， ７ ｃ の 長 さ と が 同 じ
で な く と も よ く 、 辺 部 ６ ｂ ， ７ ｂ を 辺 部 ６ ｃ ， ７ ｃ に 比 べ て 、 長 く し た り 、 短 く し た り し
て も よ い 。 ま た 、 補 強 材 ６ ， ７ の 厚 さ に つ い て も 、 適 宜 選 択 し て 変 化 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
補 強 材 ６ ， ７ と 柱 ３ と の 接 合 は 、 補 強 材 ６ ， ７ の 辺 部 ６ ｃ ， ７ ｃ の 一 部 を 溝 ３ ｃ に 嵌 入 す
る こ と に よ り 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 柱 ３ の 溝 ３ ｃ に 対 応 す る 箇 所 に 横 側 か ら 釘 １ ７ や ビ
ス な ど を 打 ち 込 み 、 よ り 確 実 に 補 強 材 ６ ， ７ を 固 定 す る よ う に し て も よ い 。 ま た 、 補 強 材
６ ， ７ と 土 台 ４ ま た は 梁 ５ と は 、 補 強 材 ６ ， ７ の 辺 部 ６ ｂ ， ７ ｂ の 一 部 を 溝 ４ ｃ ， ５ ｃ に
嵌 入 す る こ と に よ り 固 定 さ れ て い る 。 な お 、 同 様 に 、 土 台 ４ の 溝 ４ ｃ ま た は 梁 ５ の 溝 ５ ｃ
に 対 応 す る 箇 所 に 横 側 か ら 釘 １ ７ や ビ ス な ど を 打 ち 込 み 、 よ り 確 実 に 補 強 材 ６ ， ７ を 固 定
す る よ う に し て も よ い 。 さ ら に 、 柱 ３ 、 梁 ５ 、 土 台 ４ に ド リ ル な ど を 用 い て 溝 ３ ｃ ， ４ ｃ
， ５ ｃ を ほ る こ と か ら 、 図 ２ 及 び 図 ４ に 示 す よ う に 、 溝 ３ ｃ ， ４ ｃ ， ５ ｃ の 端 部 １ ２ が 円
弧 状 に な っ て い る 。 そ の た め 、 補 強 材 ６ ， ７ の 端 部 １ ３ の 形 状 を 溝 ３ ｃ ， ４ ｃ ， ５ ｃ の 端
部 １ ２ に 合 わ せ て 円 弧 状 に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 な お 、 図 ４ は 、 図 ３ （ ｂ ） の Ｂ － Ｂ
断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
次 に 、 本 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ の 作 用 に つ い て 説 明 す る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 基 礎 ２ の 上
に 土 台 ４ が 配 設 さ れ 、 土 台 ４ の 上 面 ４ ａ に 一 対 の 柱 ３ が 垂 設 さ れ 、 さ ら に 、 一 対 の 柱 ３ の
上 端 間 に 梁 ５ が 掛 け 渡 さ れ て 、 土 台 ４ 、 柱 ３ 、 及 び 梁 ５ に よ り 囲 ま れ る 四 角 形 の 空 間 部 １
１ が 形 成 さ れ る こ と に な る 。 そ し て 、 屋 根 や 床 の 荷 重 を 、 梁 ５ か ら 柱 ３ 、 柱 ３ か ら 土 台 ４
、 土 台 ４ か ら 基 礎 ２ へ と 伝 え 、 建 物 を 支 え て い る 。 補 強 材 ６ は 、 辺 部 ６ ｂ が 土 台 ４ の 上 面
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４ ａ 、 辺 部 ６ ｃ が 柱 ３ の 側 面 ３ ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ て い る の で 、 四 角 形 の
空 間 部 １ １ の 下 側 の 角 付 近 に 配 設 さ れ る こ と に な る 。 補 強 材 ７ は 、 辺 部 ７ ｂ が 梁 ５ の 下 面
５ ａ 、 辺 部 ７ ｃ が 柱 ３ の 側 面 ３ ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ て い る の で 、 四 角 形 の
空 間 部 １ １ の 上 側 の 角 付 近 に 配 設 さ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
補 強 材 ６ ， ７ を 配 設 し な い 場 合 、 柱 ３ と 土 台 ４ 、 及 び 柱 ３ と 梁 ５ の 接 合 が ピ ン 接 合 に 近 い
た め 、 例 え ば 、 地 震 や 風 等 に よ り 水 平 方 向 に 外 力 が 加 わ っ た 場 合 に 、 加 力 方 向 に 柱 ３ が 傾
い て 、 四 角 形 の 空 間 部 １ １ が 平 行 四 辺 形 に 変 形 す る 不 安 定 構 造 で あ り 、 水 平 方 向 の 抵 抗 力
が 極 め て 弱 い 。 そ れ に 対 し て 、 軸 組 構 造 １ は 、 補 強 材 ６ ， ７ を 配 設 し た こ と に よ り 、 柱 ３
と 土 台 ４ 、 及 び 柱 ３ と 梁 ５ の 接 合 を 補 強 す る の で 、 水 平 方 向 の 外 力 が 加 わ っ て も 、 柱 ３ と
土 台 ４ 、 柱 ３ と 梁 ５ の 角 度 変 化 が 起 こ り に く く 、 架 構 全 体 と し て の 強 度 が 高 め ら れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
又 、 軸 組 構 造 １ を 基 に し て 、 床 や 天 井 を 設 け た 場 合 、 補 強 材 ６ は 、 床 よ り 下 、 補 強 材 ７ は
、 天 井 よ り 上 に 配 置 さ れ る こ と に な る 。 し か し 、 こ れ は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例
え ば 、 床 を 補 強 材 ６ よ り 上 、 天 井 を 補 強 材 ７ よ り 下 に 配 設 し 、 補 強 材 ６ ， ７ を 例 え ば 小 壁
の 下 地 に す る よ う に し て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
こ の よ う に 、 本 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 一 対 の 柱 ３ 、 土 台 ４ 、 及 び 梁 ５ に よ り 囲 ま れ
る 四 角 形 の 空 間 部 １ １ の 四 隅 に 補 強 材 ６ ， ７ が 配 設 さ れ 、 柱 ３ と 、 土 台 ４ 及 び 梁 ５ と の 接
合 が 水 平 方 向 の 外 力 に よ り 角 度 が 変 形 し な い 剛 接 合 に 近 く な る 。 し た が っ て 、 水 平 方 向 の
抵 抗 力 を 補 強 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 本 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 一 対 の 柱 ３ 、 土 台 ４ 、 及 び 梁 ５ に よ り 囲 ま れ る 四 角
形 の 空 間 部 １ １ の 中 心 付 近 に 、 例 え ば 筋 か い の よ う な 部 材 が 配 設 さ れ る こ と が な い 。 し た
が っ て 、 例 え ば 、 窓 や 扉 を 設 け て 、 四 角 形 の 空 間 部 １ １ を 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
さ ら に 、 本 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 補 強 材 ６ ， ７ の 辺 部 ６ ｂ ， ７ ｂ の 一 部 を 柱 ３ の 溝
３ ｃ に 嵌 入 し 、 補 強 材 ６ ， ７ の 辺 部 ６ ｃ ， ７ ｃ の 一 部 を 土 台 ４ の 溝 ４ ｃ ま た は 梁 ５ の 溝 ５
ｃ に 嵌 入 す る こ と に よ り 、 補 強 材 ６ ， ７ を 固 定 し て い る 。 し た が っ て 、 金 具 を 用 い る こ と
な く 簡 便 な 施 工 に よ り 、 補 強 材 ６ ， ７ を 取 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
以 上 、 本 発 明 に つ い て 一 実 施 形 態 を 挙 げ て 説 明 し た 。 し か し 、 本 発 明 は こ の 実 施 形 態 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 以 下 に 示 す よ う に 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 、 種
々 の 改 良 及 び 設 計 の 変 更 が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
す な わ ち 、 上 記 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 柱 ３ 、 土 台 ４ 、 お よ び 梁 ５ に 木 材 を 用 い た も
の を 示 し た 。 し か し 、 こ れ に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 鉄 な ど の 金 属 を 用 い
た も の で も 良 い 。 ま た 、 補 強 材 ６ ， ７ に 合 板 を 用 い た も の を 示 し た 。 し か し 、 こ れ に 特 に
限 定 さ れ る も の で は な く 、 例 え ば 、 そ の 他 の 木 質 系 ボ ー ド 、 金 属 、 ま た は 樹 脂 な ど を 用 い
た も の で も よ い 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 補 強 材 ６ ， ７ の 辺 部 ６ ｃ ， ７ ｃ の 一 部 を 柱 ３ の 溝
３ ｃ に 嵌 入 し 、 補 強 材 ６ ， ７ の 辺 部 ６ ｂ ， ７ ｂ の 一 部 を 土 台 ４ の 溝 ４ ｃ ま た は 梁 ５ の 溝 ５
ｃ に 嵌 入 す る こ と に よ り 、 補 強 材 ６ ， ７ を 固 定 し た も の を 示 し た 。 し か し 、 こ れ に 特 に 限
定 さ れ る も の で は な く 、 他 の 仕 口 加 工 に よ り 固 定 す る も の で あ っ て も 良 い 。 例 え ば 、 補 強
材 ６ ， ７ の 辺 部 ６ ｃ ， ７ ｃ に あ り ほ ぞ が 突 設 さ れ る と と も に 、 柱 の 側 面 ３ ｂ に あ り 溝 が 設
け ら れ 、 あ り ほ ぞ を あ り 溝 に 嵌 入 さ せ る こ と に よ り 、 補 強 材 ６ ， ７ を 固 定 す る も の で も 良
い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 空 間 部 １ １ の 下 側 の 角 に 配 設 さ れ た 補 強 材 ６ と 、 上 側 の
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角 に 配 設 さ れ た 補 強 材 ７ と を 備 え た も の を 示 し た 。 し か し 、 こ れ に 特 に 限 定 さ れ る も の で
は な く 、 補 強 材 ６ だ け 取 付 け た も の や 、 補 強 材 ７ だ け 取 付 け た も の で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
上 記 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 水 平 構 造 材 と し て 土 台 ４ お よ び 梁 ５ を 示 し た 。 し か し 、
こ れ に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 一 対 の 鉛 直 構 造 材 の 上 端 間 ま た は 下 端 間 に 、 水 平 方
向 に 配 設 さ れ た 胴 差 ま た は 桁 等 の 他 の 水 平 構 造 材 で あ っ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
さ ら に 、 上 記 実 施 形 態 の 軸 組 構 造 １ で は 、 略 直 角 三 角 形 状 の 補 強 材 ６ ， ７ を 示 し た 。 し か
し 、 こ れ に 特 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 補 強 材 ６ ， ７ に 替 え て 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 土
台 ４ の 上 面 ４ ａ に 当 接 し 、 両 端 が 柱 ３ の 側 面 ３ ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け ら れ た 補 強
材 １ ５ と 、 梁 ５ の 下 面 ５ ａ に 当 接 し 、 両 端 が 柱 ３ の 側 面 ３ ｂ に そ れ ぞ れ 固 定 さ れ て 取 付 け
ら れ た 補 強 材 １ ６ と を 備 え る 軸 組 構 造 １ ７ で あ っ て も よ い 。 こ の 場 合 、 例 え ば 、 補 強 材 １
５ ， １ ６ の 両 端 の 端 面 に あ り ほ ぞ １ ５ ａ ， １ ６ ａ を 突 設 す る と と も に 、 柱 ３ の 側 面 ３ ｂ に
あ り 溝 ３ ｄ を 設 け 、 補 強 材 １ ５ ， １ ６ の あ り ほ ぞ １ ５ ａ ， １ ６ ａ を 柱 ３ の あ り 溝 ３ ｄ に 嵌
入 さ せ る こ と に よ り 固 定 す る の が 好 ま し い 。 こ れ に よ り 、 補 強 材 １ ５ ， １ ６ を 容 易 に 取 付
け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 の よ う に 、 請 求 項 １ の 発 明 の 軸 組 構 造 は 、 水 平 方 向 の 抵 抗 力 を 補 強 す る こ と が で き る
と と も に 、 例 え ば 、 窓 や 扉 を 設 け て 、 軸 組 構 造 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 を 有 効 利 用 す る こ と
が で き る 。 ま た 、 鉛 直 構 造 材 及 び 水 平 構 造 材 に 、 補 強 材 を 容 易 に 取 付 け る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
請 求 項 ２ の 発 明 の 軸 組 構 造 は 、 水 平 方 向 の 抵 抗 力 を 補 強 す る こ と が で き る と と も に 、 例 え
ば 、 窓 や 扉 を 設 け て 、 軸 組 構 造 に よ っ て 囲 ま れ た 空 間 を 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。 ま た
、 鉛 直 構 造 材 及 び 水 平 構 造 材 に 、 補 強 材 を 容 易 に 取 付 け る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 で あ る 軸 組 構 造 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ － Ａ 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 （ ａ ） 軸 組 構 造 の 空 間 部 の 上 側 に 取 付 け ら れ る 補 強 材 の 構 成 を 示 す 正 面 図 、 （ ｂ
） 軸 組 構 造 の 空 間 部 の 下 側 に 取 付 け ら れ る 補 強 材 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ （ ｂ ） の Ｂ － Ｂ 断 面 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 他 の 実 施 形 態 で あ る 軸 組 構 造 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 従 来 の 軸 組 構 造 の 構 成 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ ， １ ７ 　 軸 組 構 造
３ 　 柱 （ 鉛 直 構 造 材 ）
３ ｂ 　 側 面
３ ｃ 　 溝
３ ｄ 　 あ り 溝
４ 　 土 台 （ 水 平 構 造 材 ）
４ ａ 　 上 面
４ ｃ 　 溝
５ 　 梁 （ 水 平 構 造 材 ）
５ ａ 　 下 面
５ ｃ 　 溝
６ ， ７ ， １ ５ ， １ ６ 　 補 強 材
６ ａ ， ７ ａ 　 長 辺 部
６ ｂ ， ６ ｃ ， ７ ａ ， ７ ｃ 　 辺 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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